
２００４年１月２５日京都１回８日１２Ｒで説明します。
メイン画面です。



メイン画面を説明します。

第１オッズの単勝（青の棒グラフ）複勝（赤の
棒グラフ）、馬連（黄）、馬単表（青）の得票率
グラフです。単勝得票率は８０／オッズ、複勝
得票率は２６．６／オッズで計算しています。
このグラフをクリックすると第２グラフに切り替
わります。

馬単表（青）、馬単裏（水色）、馬連
（黄）、ワイド（ピンク）、３連複（緑）得
票率の変化差グラフです。

馬連得票率順位番号
馬連ワイド差順位
ワイド馬連差順位
単勝馬連差順位
複勝馬連差順位
馬単表馬連差順位
馬単裏馬連差順位
馬連得票率
枠連下位馬注意表示

グラフのＹ軸最大
値切り替えラジオ
ボタンです。

グラフ表示切
り替えラジオ
ボタンです。



メインタブ　レース情報　レース条件

ドライブ、フォルダ、ファイルボックス　　単勝、複勝オッズ画面

波乱表示

レース情報です。 レース条件です。タブをクリックすることにより表
示画面を切り替えます。

単複オッズ
馬連得票率順にソートされています。
上のタブをクリックすることにより、馬番順、
単勝順、複勝順に切り替えられます。
この画面をクリックすると成績表示画面に
切り替わります。データ検証時使用すると
便利です。

ドライブ切り替えに
使用します。

フォルダ選定、切り
替えに使用します。

クリックしてレースを
選定します。
ZOファイルには単
複、枠連オッズデー
タが入っています。

第１オッズと第２オッ
ズの時刻表示です。

馬連１番人気馬の馬連得票率が２１％未満で馬単表得票率と馬連得票率の差が５％未満の場合、赤バックに白文字で波乱
馬連１番人気馬の馬連得票率が２１％以上で馬単表得票率と馬連得票率の差が５％未満の場合、黄バックに黒文字で波乱
馬連１番人気馬の馬連得票率が２１％未満で馬単表得票率と馬連得票率の差が５％以上の場合、黄バックに黒文字で波乱
これ以外の場合順当と表示します。

単勝８倍から４０倍までの割合の％表示です。いろいろシミュレーションした結果５０％～６０％（黄色バック黒文字）で荒れ気
味、６０％以上（赤バック白文字）で大荒れになる傾向にあります。特に１番人気１本かぶりの時は高確率で万馬券が出ます。



単複第２グラフです。

第１オッズと第２オッズのグラフです。
単複の変化、馬連（黄）、馬単表（青）
の変化表示しています。馬連等は長
方形のマーカーが第１オッズ、倒立三
角形のマーカーが第２オッズです。

「◎◎」は単勝下降、複勝上昇
「▲▲」は単勝上昇、複勝下降と相反する
変化の場合に表示されます。下位人気馬で
「▲▲」が表示された場合、単勝過剰投票
が有ったと判断できます。このレースの場
合１２番が要注意となります。
「枠注意」「枠注」は枠連人気下位馬が馬連
上位に位置している場合表示されます。
「単注意」「単注」「複注意」「複注」は枠連下
位人気馬が単複馬連差順位が上位の場合
表示されます。第１オッズで判定していま
す。２段の数字は単勝得票率と複勝得票率
の比です。１に近い場合良く連対します。

第１オッズと第２
オッズの時刻表示
です

馬連、馬単表裏、ワイドの変化差順位を
表示します。
馬連の万馬券は２～６番人気と９～１３
番人気が絡むことが多いため順位番号
を黄緑と黄色で色分けしています。
又、馬連得票率で１０％前後と、２％前
後の馬が馬連万馬券に絡むことが多い
ため、馬連得票率を色分けしています。



馬単表裏、馬連、ワイド、３連複得票率変化差グラフ、変化順位＋マトリックス表です。
「表＋２」「表＋１」は馬単表得票率が馬連得票率より高い場合に表示されます。
２回取得したオッズで、２回上回っている場合「表＋２」、１回上回っている場合「表＋１」と表示されます。
下位人気馬に「表＋」表示が出た場合要注意です。
ここでの表示で「連」は３連複の変化を表しているのでご注意下さい。

馬単表裏、馬連、ワイド、３連複得票率変化差グラフ、変化順位－マトリックス表です。
下位人気の穴馬を探す場合、マイナス表示の多い馬に注目します。
これらのグラフをクリックすると拡大グラフに切り替わります。



変化＿差＿％　グラフです。
それぞれのグラフをクリックすると、更に拡大表示されます。

クリックする
とメイン画面
に切り替わ
ります。

２Ｄ、３Ｄ表示が切
り替え可能です。



変化＿差　拡大グラフです。



変化＿％　拡大グラフです。
変化マトリックス表も、％変化順位で表示されます。



ＭＴ時系列差分析表　タブをクリックすると時系列差分析マトリックス表が表示されます。
変化の度合いを、水色、青、黄、赤、緑、茶の順で色分けしています。
この表は＋変化ですので、４番、１２番、１３番から馬単表過剰投票が有ったことが解ります。
ここで注意が必要なのは変化の大きすぎる馬は連対することが少ないと言うことです。
馬単、馬連の過剰投票は継続投票されることが多いようで、１２番、１３番の様な変化に注目する必要があります。
又、２～６番人気と９～１３番人気のエリアをグレイバック表示しています。馬番号も大きく表示しています。万馬券はこのエリアで決まることが多いです。

ラジオボタンを選択することにより、表示
倍率を変更できます。
右の＋－ラジオボタンを選択することに
より＋－を変更できます。

画面表示可能範囲の関係で
１５番人気以下は右側に隠れてい
ます。必要に応じスクロールして下
さい。



この表は－変化です。１番から馬単表過剰投票されていることが解ります。
馬単の穴馬を探す場合、－変化よりも＋変化馬の方が連対することが多いです。
馬連１２番から１１、３、１６番が微妙に下がっています。このようなオッズの時が、的中することが多いです。



馬連、ワイドの時系列差分析マトリックス表、＋、です。
１番と１２番からワイド過剰投票が有ったことが解ります。
１番の様に総流しされている場合より、１２番の様に特定のエリアに過剰投票されている場合が要注意です。



馬連、ワイドの時系列差分析マトリックス表、－、です。
４番からワイド過剰投票がされたことが解ります。



ＭＴ時系列色分け　タブをクリックすると、マトリックス分析表が表示されます。
マトリックス分析表の見方
縦の場合
　　　　ａ．１列目
　　　　　　オッズの上下順位が逆転している場合、青に白文字、
　　　　　　３０％以上下がっている場合、ピンクに白文字表示。
　　　　　　１００％以上下がっている場合、緑に白文字表示。
　　　　ｂ．２列目以降
　　　　　　オッズの上下順位が逆転している場合、青に白文字表示。
　　　　　　オッズの上下順位が３０％以上逆転している場合、ピンクに白文字表示。
　　　　　　上下順位及び左隣との順位が逆転している場合、黄に黒文字表示、
　　　　　　さらに上下で３０％以上下がっている場合、赤に黄色文字表示。
　　　　　　さらに上下で１００％以上下がっている場合、緑に白文字表示。
しています。水色は２つ前のオッズより低い場合表示されます。
横は縦横を入れ替えて色分けします。
馬単の横、縦の色分けは意味が違いますが、馬連、ワイドの場合は横、縦が入れ替わっただけで、同じものになります。
最初の表示を横にしているのは、視覚的に横の方が見やすいためです。



マトリックス分析表、馬単、馬連、横分析です。
１５番、４番、１２番から馬単過剰投票が有ったことが解ります。
馬連では４番、１２番から馬連過剰投票が有ったことが解ります。



マトリックス分析表、馬単、馬連、縦分析です。
馬連上位人気馬から、４番、１２番に馬単過剰投票が有ったことが解ります。



マトリックス分析表、馬連、ワイド、横分析です。
馬連は比較の為に表示しています。
１２番のワイド過剰投票に気づくでしょう。



マトリックス分析表、馬連、ワイド、縦分析です。
１２番から１１番、３番への過剰投票が明らかです。特に３番は馬連１番人気の５番の半分以下です。
これで、１１番、３番が連対候補として１番怪しいと解ります。



このレースの結果は次の通りです。

１２番から馬単表を買うのは勇気がいりますが、馬連でしたら買えるでしょう。
４番から押さえておいても十分プラスになります。

単複第２グラフで「単注意」「複注意」の表示が出ていた１４番は３着でした。
１４番は枠連６番人気枠の馬でしたが、９時３１分のオッズでは１６番と同オッズの複勝１番人気でした。
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